
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
ご
案
内

緊
急
経
済
対
策

■
■
補
助
対
象
と
な
る
工
事  

　
市
内
に
本
社
が
あ
る
業
者（
下
請
け
業
者

を
含
む
）へ
発
注
す
る
補
助
対
象
工
事
費
が

10
万
円
以
上
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
。

　
平
成
24
年
４
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
着
手
し
、か
つ
完
了
で
き
る

工
事
が
対
象
。

　
補
助
対
象
工
事
費
と
は
、総
工
事
費
か
ら
、

次
の「
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
工
事
費
用
」を

差
し
引
い
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

■
■
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
工
事
費
用  

○
設
備
機
器
や
備
品
の
購
入
に
関
す
る
費
用

○
市
外
の
下
請
業
者
が
し
た
工
事

○
新
築
又
は
10
㎡
を
超
え
る
増
築
工
事

○
日
常
的
に
居
住
し
て
い
な
い
離
れ
の
工
事

○
併
用
住
宅
の
う
ち
、店
舗
及
び
事
務
所
部

分
に
か
か
る
工
事

○
外
構
工
事

○
車
庫
、物
置
等
の
設
置
及
び
修
繕
に
か
か

る
工
事

○
サ
ン
ル
ー
ム
、ベ
ラ
ン
ダ
、バ
ル
コ
ニ
ー
の

増
築
及
び
修
繕
に
か
か
る
工
事

○
カ
ー
テ
ン
、カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
、床
暖
房
の

設
置
工
事

○
防
蟻
工
事

○
仮
設
ト
イ
レ
及
び
仮
設
風
呂
の
本
体
及
び

設
置
に
か
か
る
費
用

○
清
掃
費
及
び
廃
材
処
分
費

○
設
計
費
用
及
び
申
請
手
数
料

○
施
工
業
者
が
、自
己
所
有
の
住
宅
の
工
事

を
自
社
又
は
自
己
に
依
頼
す
る
工
事

○
国
、県
又
は
市
の
他
の
制
度
に
よ
る
補
助

又
は
扶
助
の
対
象
と
な
る
工
事

○
そ
の
他
補
助
対
象
工
事
に
関
係
が
な
い
と

市
長
が
認
め
る
費
用

　
こ
れ
ら
の
工
事
以
外
に
、平
成
23
年
度
に
こ

の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
及
び
住
宅
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
■
対
象
と
な
る
住
宅  

　
申
込
者
が
所
有
し
、自
ら
居
住
と
し
て
い

る
市
内
の
住
宅
。

　
店
舗
、事
務
所
な
ど
と
の
併
用
住
宅
に
つ

い
て
は
、住
居
部
分
の
み
が
補
助
対
象
に
な

り
ま
す
。

■
■
補
助
金
の
限
度
額  

　

補
助
対
象
工
事
費
の
20
％
以
内
で
最
高

20
万
円（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

■
■
補
助
対
象
者  

　
市
内
に
居
住
し
、市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
。

■
■
申
込
方
法  

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
、住
所
、氏
名
、工
事

内
容
、工
事
費
、施
工
業
者
名
、予
定
工
期
等

を
記
入
し
、申
込
期
間
中
に
商
工
政
策
課
ま

た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
ご
提
出
下
さ

い
。（
郵
送
可
）

※�

申
込
用
紙
は
、市
役
所
商
工
政
策
課
お
よ
び

各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
送
付
先　
〒
５
２
８―

８
５
０
２

　
　
甲
賀
市
水
口
町
水
口
６
０
５
３

　
　
甲
賀
市
役
所　
商
工
政
策
課　
あ
て

▼
申�

込
期
間　

　
　
４
月
２
日（
月
）～
５
月
31
日（
木
）必
着

　
　
（
郵
送
の
場
合
は
最
終
日
消
印
有
効
）

　
申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、審
査
の
う
え
、

６
月
上
旬
に
補
助
金
の
申
請
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、改
め
て
補
助
金
交
付
申
請
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
申
込
者
が
多
数
の
場
合

は
公
開
抽
選
で
補
助
候
補
者
を
決
定
。）

■
■
そ
の
他  

　
補
助
金
交
付
申
請
に
は
、工
事
着
手
前
の

写
真
が
必
要
で
す
。
工
事
に
入
る
前
に
、必

ず
工
事
箇
所
全
て
の
詳
細
な
写
真
を
撮
影
し

て
く
だ
さ
い
。

陶業後継者育成修学資金の貸与制度
　陶業後継者の育成を目的に、将来、信
楽焼および八田焼の関連事業所で５年
以上勤務しようとする方に修学資金を
貸与する制度があります。
　貸与の限度額は（月額）10万円で、無
利子の貸付となります。貸与を受けた
修学資金は卒業後５年以内に50％（家
業に就く方は70％）の償還をいただく
こととなります。
　次のとおり平成24年度の修学資金貸
与学生を募集します。

募集人員 若干名
修学機関 デザインまたは窯業に関する技術、技能などを養成する機関とします。
貸与期間 ２年以内
貸 与 額 月額10万円を限度として無利子で貸与します。

貸与条件 修学終了後引き続き５年以上陶業関連事業所に就業しようとする方で高
等学校卒業又は高等学校卒業と同等の学力を有すると認められる方。

資金返還 貸与を受けた修学資金は卒業後５年以内に50％（家業を就く方は
70％）の償還をいただくこととなります。

申請手続 所定の申請書、在学証明書、修学に必要な経費報告書、作文、面接等
採否及び貸与額は修学資金貸与審査会で決定します。

募集期間 ４月18日（水）まで

問
い
合
わ
せ

　
商
工
政
策
課�

☎
６
５
‐
０
７
０
９

�

Fax
６
３
‐
４
０
８
７

商工政策課　☎65-0709　 Fax63-4087問い合わせ

　
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
技
術
の
伝
承
、雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
が
市
内
の
業
者
を
利
用
し
て
、自
宅
の
修
繕
、改
築
な
ど
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、こ
の
制
度
に
よ
る
地
域
内
で
の
経
済
循
環
を
更
に
高
め
る
た
め
、下
請
け
業
者
に

つ
い
て
も
市
内
業
者
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
、制
度
を
一
部
改
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あなたのまちの相談窓口
地域包括支援センター

　地域で高齢者の方が健やかに安心して生活し、保健・医療･福祉・介護・生活などさまざまな面からのお手
伝いができるように、高齢者の相談窓口である「地域包括支援センター」を皆さんの身近な地域で開設する
ことになりました。
　健康づくりや、介護予防（認知症予防・転倒予防）、日常生活の困りごと、介護保険制度の利用の相談、高齢
者の権利をまもるための相談など、お気軽にご相談ください。

　いつまでも元気で過ごしたいというのは誰もの願い
ですが、超高齢化社会では、認知症が大きな課題のひと
つになっており、当市も同様です。「認知症」は誰にでも
起こる脳の病気で、85歳以上の４人に一人が認知症の症
状があるといわれています。
　厚生労働省では、「認知症を知り地域をつくるキャン
ペーン」の一環として「認知症サポーター」を養成し、認
知症になっても安心して暮せるまちをめざしています。
　当市でも、平成22年度から認知症サポーター養成講座
を開催し、認知症の人の「応援者（サポ�ーター）」を養成し
ています。

　市では、今年１月に、全職員を対象に認知症研修会を
開催しました。この研修を受け、認知症サポーターと
なった職員が約600名います。名札に「認知症サポー
ターのシンボル（ロバのシール）」をつけたり、オレンジ
リング（サポーターの証）を配布、窓口やカウンターに
「認知症サポーターがいます」という目印「ステッカー」
を提示しています。今回の取り組みにより、認知症の方
や、ご家族、関係者の方が安心して窓口に来ていただけ
ることへの第一歩につながり、認知症の取り組みが推進
できるものと考えます。
　認知症サポーターは、特別なことをする人ではありま
せん。認知症について正しく理解して、認知症の人や家
族を見守る人のことです。
　地域や、職場、団体等でサポーター養成講座を開いて
みせんか。いつでも、どこでも、何人からでも開くこと
ができます。詳しくは、各地域包括支援センターまたは
長寿福祉課へお問い合わせください。

・・・ 4月から5か所になりました ・・・ 

元気な方も、
介護が必要な方も
ご利用いただけます。

甲賀地域包括支援センター
（甲賀保健センター内）

〒520－3414 
甲賀町大久保507番地2

☎ 88−8136
Fax  88−6557

水口地域包括支援センター
（水口保健センター内）

〒528－0005
水口町水口5607番地

☎ 65−1170
Fax  63−4591

甲南地域包括支援センター
（甲南保健センター内）

〒520－3321 
甲南町葛木977番地

☎ 86−8034
Fax  86−5974

土山地域包括支援センター
（土山地域市民センター内）

〒528－0211 
土山町北土山1715番地

☎ 66−1610 
Fax  66−1105

信楽地域包括支援センター
（信楽保健センター内）

〒529－1851
信楽町長野473番地

☎ 82−3180
Fax  82−3138�

長寿福祉課地域支援係
☎65-0699　Fax63-4591

連絡先

みんなで認知症の理解を深めましょう 市役所の認知症サポーターは６００人
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